
平成 22 年 4 月 23 日 

 国土交通省都市・地域整備局 

下水道部下水道事業課 

 

 

管路施設の硫化水素対策の実施および点検状況に関する調査(第 4 回)の結果について 

 

 
下水道施設のストックの増加に伴い、硫化水素の発生に起因する下水道コンク

リート構造物の劣化が顕在化してきており、早急な対策が求められています。 
 

 
このため、平成 19 年 9 月には地方公共団体に対して、圧力管の吐出口など硫化

水素が発生しやすい箇所において、調査点検を実施し、その結果を踏まえて早急

に対策を実施するようお願いしています。 

 

 

 
この度、地方公共団体より報告された、圧送管の吐出口における第 4 回目の点

検状況調査結果（平成 21 年 3 月末現在）を取りまとめたので公表します。 
 

 

 

 

 

調査結果（平成 21 年 3 月末現在） 

・前回（平成 20 年 9 月末）未点検だった管きょ施設約 180 箇所のうち、約 80 箇所（約 5 割）

で点検を実施。 

 ・前回（平成 20 年 9 月末）未対策だった管きょ施設（レベル A）37 箇所のうち、12 箇所（約

3 割）で対策を実施。 

 

国土交通省としては、地方公共団体に対し、未点検管路及び危険性の高い未対策管

路について、具体的な点検・対策計画を定め、早急に対応していただくよう、引き続

き要請していきます。 
 
 
 
 
 

※調査対象施設 

 圧送管の延長 500m 以上の吐出先マンホール（着水井）及びその下流１スパンにおける下水道管・マンホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 


